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　現在開発中の製品の
品質向上と安定生産を
実現しさらに販売会
や、ふるさと納税の返
礼品に活用する。

　海外研修を再開し、台
湾農業の視察や現地学生
との交流をとおして国際
的視野を持つ生徒の育成
につながった。

　国際的視野を地域課
題解決に活かし、地域
と共に成長することが
できる生徒の育成が求
められる。

Ⅳ
地域交流の拠点となる
学校

７
「Society5.0の時代
に応じた教育」を行
います。

○ICTを活用したスマート農業を実践
し、データを集積するとともに、地域へ
の技術還元と情報発信を活発化させる。

　水田の自動水位設定装
置や羊舎のウェブカメラ
を活用することで適切な
管理体制を構築すること
ができた。

　学校がICT技術の先端
となり、省力化等地域
課題に積極的に取組還
元していく仕組みづく
りが求められる。

Ⅴ
地域防災を推進する学
校

８
「地域防災を推進す
る教育」を行いま
す。

〇各種災害や感染症に対して適切な対応
が取れる能力を育てます。

　危機管理マニュアルを
ベースとしながら、防災
教室を開催し、生徒自身
が、様々な場面で危険を
予知し回避する能力向上
やシステム作りのための
教育を行うことができ
た。

　生徒が地域防災につ
いて自ら考え計画し行
動できる体制を構築す
る。

Ⅲ
地球環境を守り創造す
る学校

５
「地球環境を守り、
創造する教育」を行
います。

○農業の与える環境負荷について正しく
理解させ、持続性のある栽培・飼養管理
を実践する。

　JAS有機やASIAGAP認証に
関する学習をより生徒主体
で行えるように授業展開す
ることができた。
　日頃の実習や授業から農
業と環境負荷について意識
させ行動することができ
た。

　生徒が主体的に農業
生産と環境負荷ついて
考え議論し、実践でき
る環境づくりが求めら
れる。

６
「地域資源を活用
し、地域振興の拠点
となる教育」を行い
ます。

○地域資源活用や地域振興にむけて総合
的探究の時間を活用し主体的に取り組む
環境を構築する。

　総合的探究の時間で実施
する。プロジェクトテーマ
において地域資源の活用や
地域発展にむけた商品開発
について取り組む事で、地
域振興に関する興味関心が
向上し、主体的な活動につ
なげることができた。

　教科内の取り組みに
とどまらず、地域と共
に総合的な探究の時間
を展開することで、地
域振興につなげると共
に、地域と共に成長す
る環境づくりが求めら
れる。

Ⅱ
地域社会・産業に寄与
する学校

３
「地域農業の生産を
支える教育」を行い
ます。

○これから地域農業を支えていく若い農
業者や農業改良普及センターと共同で地
域農業について考える機会を設ける。

　「ファーマーズトーク
inるもい」と実績発表大
会を４Hクラブ、留萌振
興局と意見交換すること
ができた。

　農業課題に関する意
見交換にとどまらず、
地域農業課題に共に取
り組む仕組みや環境づ
くり、専門家とのさら
なる連携が求められ
る。

４
「地域の農業関連産
業や６次産業化に寄
与する教育」を行い
ます。

○地域の名産品になるような商品開発や
ふるさと納税の返礼品の開発を強化す
る。

　高品質な遠別メロンや
もち米の栽培の栽培に成
功し、ふるさと納税の返
礼品となることで地域貢
献と生徒の学習意欲向上
につながった。

北海道遠別農業高等学校の行動計画（グローカル・アグリハイスクール宣言　PartⅡ）

全国の農業高校の行動計画

Ⅰ
グローカル教育で人材
を育てる学校

１
「生徒一人ひとりを
一層輝かせ成長させ
る教育」を行いま
す。

○基礎基本の定着や教科内プロジェクト
を充実させ、思考・判断・課題解決の力
を伸ばす。

 総合的探究の時間を充
実させ一人１プロジェク
トを実践し、課題解決力
を伸ばすことができた。
　記録や振り返りに重点
をおいた教科内のプロ
ジェクトを実施すること
ができた。

　総合的探究活動を充
実させるために、教科
内プロジェクトのさら
なる充実を実践し、自
ら課題を立て実践や考
察できる力を段階的に
身につけていく必要が
ある。

２
「世界と日本をつな
ぐグローカル教育」
を行います。

○教科内で常にグローバルな視野で現状
把握し、地域の未来を予想する場面を多
く設定する。


